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「出し入れの法則」があるらしい 

先日読んだ文章に、次のような内容のことが書いてありました。 

電車もエレベーターも降りる人が先になります。そうしないと乗る人が入れない

からです。ドアの上には「出入口」と書かれています。やはり、出てから入ってく

ださいということです。 

つまり世の中の法則は、いつも「出すのが先」ということのようです。 

例えばよくある私の経験上のことですが、人の悪口を言うと、あとで自分も悪口

を言われることが多く、文句を言うと、後で文句を言われます。したことはされる

ものなんです。ことわざ「天に向かって唾を吐く」がまさにそれです。 

逆に、人を褒めると人から褒められます。優しくすると優しくされます。親切に

すると親切にされます。笑顔を向けると笑顔が返ってきます。 

すべて自分が先に「何かをすること」から始まるのが世の法則なのだそうです。 

世の中には、不思議と人が周りにたくさん集まる人と、人がどんどん離れていく

人がいますが、その違いは、「出し入れの法則」に従うか、逆らうかの違いのよう

です。 

まず、出すのが先。そして、次に、「何」を出すか。 

文句ではなく「感謝」、そして愚痴ではなく、やはり「感謝」。すると周りの人

たちは喜んで集まってきてくれるものなんです。 

夏休みから、校舎の工事がずっと続いています。夏休み明けには校舎内の明るさ

と美しさに、皆さんも思わず歓声を挙げましたが、私たちが毎日過ごすこの校舎を

整備してもらったことに対し、“してもらって当たり前”ではなく、常に「感謝」

の気持ちを抱くことが大切ということは皆さんも理解していることだと思います。 

そういう意味では、皆さんの制作したメッセージ動画により、南丹市や工事関係

者の方々にもきっと、皆さんの思いが伝わったことだと思います。 

外壁工事はこれからも続き、音が気になることもあるかもしれませんが、感謝の

気持ちを抱きながら工事完了を待ち、休日返上で工事に関わっていただいている

方々に想いを馳せ、日々の清掃も丁寧に行いつつ校舎を今まで以上に美しく使うこ

とが、今私たちにできることだと思います。 

校長  世木 佳文 



口丹各種大会を終えました！！ 

学びの秋。沢山の方にお世話になり考えを深めています。 

 10月14日（土）の口丹波駅伝競走大会をスタートに、各種大会が行われました。全校生徒が100人を切る本校で

すが、それぞれの場所でお互いを励まし合って支えあい、力の限りがんばりました！結果は次のとおりです！ 

〇駅伝競走大会  男子Aチーム9位  女子Aチーム9位  男子Bチーム18位 

〇卓球大会 男子団体3位     

当
面
の
日
程 

はぎの里の小林さんに、認知症

についてお話をいただきました。

理解を深めることが、みんなの

幸せになることを学びました。 

1年生 ２年生 ３年生 

1年生の時から、地域の方々や大学の皆さ

んと進めてきた、日吉のお米を活かした特産

品づくり。ついに最終試食会を経て、商品化

されることになりました。「鹿肉チャーハン」

完成です！！ 

親子道徳では、多くの保護

者の方に来校いただき、生

徒と共に「誠実に生きるこ

と」について考えました。 

白熱！！1年生親子ソフトバレー 

11月7日（火）、1年生学年PTAの取組として「親子

ソフトバレーを行いました。多くの保護者の皆様にも

参加していただき、白熱したプレーが展開されました。

仲間への声掛けを忘れない、1年生の素晴らしさが存

分に発揮されたよい時間でした！ 


